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第一巻 詩作の歴史
第七章 喜劇の種類
以上が喜劇と悲劇の起源である。次に、それぞれの種類と部分を見ることにし
よう。 しかるに、まず喜劇から始めなければならない。
かくて、喜劇の相違は時代と筋書きに基づいている。従つて、喜劇には二つ
の時代があると語られている。)。 一つは古期であり、その時代では、民衆の間
に最高権力があつた。それゆえ、機知や辛辣がそれらに混ぜ合わせられている
にせよ、どんな種類の冗談からでも笑いを手に入れることがその時代の詩人に
は許されていた。つまり民衆は、審判人の不正、領主の悪事や失敗、悪しき市
民の腐敗した習俗に対して語られていたことを、冷静に聞いていたばかりでは
なく、喜んで聞いていたのである。このことは当時、悪口をたたく詩人には許
されていたのであるが、ちょうどこれは、悪い評判が立つぞと恐れさせては威
嚇し、徳の道から逸れた精神を善き実りに向けて整え、呼び戻すかのようであ
る121。それゆえ、こうした自由は罰せられることなく、すべての階級、年齢、
性、状況に向かい、しかも、通りすがりにおいてそうであるのみならず、筋書
き全体の流れや最も重要な箇所においてもでもそうであつた。これは、アリス
トパネスの『蛙』と『雲』において知られている。しかるに、この攻撃が行わ
れるのが、時々であり、事情が許す場合であつたとしても、これはとりわけ合
唱隊に割り当てられている(9。
しかも、古期の喜劇にはまた二つの時期があつた④。つまり、その名前が古
代の人々の間で真っ先に知れ渡つているサンニュリオンの下では、登場人物の
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役割も導入も無秩序であり、その人数にも規則は定められていなかつた(D。人々
の言うところでは、クラティノスが初めて、役割を区分し、幕を分け、登場人
物の数を二人だけに限定した。しかし、クラティノスはこの仕事を正確に遂行
したというよりは、それを熱心に企てていたのであった。)。 この仕事は後にな
って、アリストパネスによつて果たされた。けれども、アリストパネスの仕事
をも仔細に吟味するならば、後続の者たちが企てたような仕方では幕によつて
配列されていない、分離している部分を発見するであろう。むしろ、喜劇はま
た別の理由によつて、すなわち、詩人各人の才能に応じて、相互に異なったも
のであることが分かるのであって、喜劇はクラティノス、アリストパネス、エ
ウポリスといつた二人だけの詩人についての判断に従って分類されている。)。
つまり、彼らのすべてには、確かに非難し嘲笑するという一つの目的があった
のであるが、一つの方式でこの目的を追いかけたのではない。)。 クラティノス
は、辛辣で、あけすけとしたむき出しの槍を用いた。エウポリスは荘重で、考
え出した人物の新奇さによつて自分の幸辣さの優雅さを保持している。アリス
トパネスは笑いによつて噛みつくが、機知をもつて打ち付けるのであって、こ
こからまたユウェナリスの中傷者たちは、彼らの主張していることは真実では
ないということを学ぶのである。つまり、彼らの主張するところでは、ユウェ
ナリスの偏向によつて、欠点が諷刺詩の優美さの中に持ち込まれた。この優美
さが、ホラティウスにおいてはおだやかで静かに流れるのを目にするであろう
が、ユウェナリスにおいては荒々しく向こう見ずであるのを目にするであろう。
つまり、諷刺詩人 (ユウェナリス)は非難したり叱責したりするのではなく、
嘲弄したり嘲笑している、というわけである⑨。当該箇所で述べたように。0、
事実はそうではない。というのも、ここでも古代人の慣習と判断を目にするが、
それは、古期の喜劇から導き出され、ラテン語の諷刺詩においては規則と見な
されるべきものだからである。すなわち、エウポリスとクラティノスはユウェ
ナリスのようであったが、ホラティウスはアリス トパネスにより近いである。
次に、民衆の力が滅び、民衆の不健全な放縦と無節操とが少数者の専制君主
的な欲望へと連れ戻されると、権力者への恐怖が、立派なことを語るという職
務に詩人たちを制限した。D。 それゆえ、合唱隊の役目とは明らかに、任意の人
物をできるだけ侮辱するといものであるように思われていたが、その合唱隊も
廃止された。そこで、他の点では何も変更されることはなかつたのであって、
部分的には失われた点はあるものの、先行する<古喜劇の>形式はもちろん存
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続していた。ここから、中喜劇という名前が生じたのであるが、その当時から
そのように呼ばれていたのではなく、新喜劇という名称が定められた後になっ
てそう呼ばれるようにがマたのである。新喜劇と古喜劇の間に介在するところ
ある。
'。
さらに、合唱隊の代わりにいわゆるパラバシスが生まれ、その中で他
の詩人たちの語つたことや書いたことが、悪意という罪を犯すこともなく、処
罰に対する恐れもなく、笑い飛ばされていたα9。 従つて、クラティノスは、『オ
デュッセイス(オデュセウスたち)』と題するこうした喜劇を作つたのであるが、
それはより多くのオデュッセウスたちを<椰楡する>まことに見事な題名であ
った。この喜劇の中で、人々の言うところでは、ホメロスの『オデュッセイア』
がこの上なくいぎたない詮議によつて苦しめられている。。。人々の伝えるとこ
ろでは、アリストパネスもまたこうした喜劇『アイオロシコン』を作った。め。
さらに、他の個所で注意を促したように。0、 アリストパネスの『福の神』にお
いては合唱隊が欠けているが、それは省略されているのではなく、むしろ除外
されているように見える仕方で欠けているのである。次の点は周知のところで
ある。すなわち、クラティノスは、太古の放縦へと敢えて戻ろうとしたとき、
『バップタイ (潜水夫)』 という喜劇を発表したが、それがもとで彼は命を失う
はめになった。つまり彼は、彼が攻撃した人々によつて、捕えられ、縛られ、
海に投げ込まれるが、この潜水によつて自分の作品の名前を模倣することにな
ったのである(1つ。
先に言及した詩人以外で古喜劇において令名を馳せていたのは、プリュニコ
ス、テオポムポス、アルキッポス、プラトン、テレクレイデス、ペレクラテス、
ストラッティス、クラテス、その他であつた。D。 一方、中喜劇においては、ピ
ィッピデス、ストラト、アナクシラス、ムネシマコス、アムブラキアのエピクラ
テス、ニコストラトス、ソタデスがいた。このソタデスというのは、不潔さの
ゆえに名高いかの怪物のことではなく、『閉じ込められた女たち』と題する喜劇
の中から短い詩行が現存しているソタデスのことである。9。 喜劇のこの分野で
はアレクシスがきわめて著名である。ホラティウスが、アッキウスはエンニウ
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スの詩句を嘲つていると語つていることに関していえば。0、 アッキウスは、中
喜劇に固有であると私たちが述べたパラバシスのような様式に。D、 最も接近し
ているのではなかろうか。つまり、文法学者の誰とても、その事情はどうなつ
ているのかについて、そうした場合、私たちに何も教えてくれないのである。
'。
さらに、新喜劇は多くの様式において古喜劇からは異なっているが、とりわ
け特に構成の点においてそうである。新喜劇は、言葉遣いの点においてと同様
に筋書の点においても、明確な規則のために古喜劇よりもいつそう制約を受け
ている。すなわち、新喜劇においては、任意の題材から熱心に笑いを追い求め
るような滑稽な劇は作られない。新喜劇は、五つの部分に区分され、笛吹きを
間に介在させる。9。 笑いや諧誰のために新しい言葉を作り出すのではない。ギ
リシア人のもとでは、新喜劇は、公共の場から取られた、卑俗な言葉により近
接している。新喜劇は、イアムボスないしトロカイオスに満足し、他の韻律ヘ
と駆け込むということはない。古喜劇においては、私たちは多数の韻律形式を
目にする。しかし、新喜劇が古喜劇から生まれたとすることは、古代人が記録
していることからしても、十分に明らかである。すなわち、人々の言うところ
では、アリストパネスは『コーカロス』という喜劇を書いたが、その梗概は、
と、テレンティウスの劇を新喜劇と呼んでいる。テレンティウスは最後の時代
に生まれ、リウィウス・アンドロニクスは古い時代に生まれ、パクウィウスは
中間の時代に生まれたからである。0。 アンドロニクスは最初に劇を上演したが、
ギリシア人の流儀に従つて、自分自身が舞台に立ってツト優を叱責するかのよう
にして俳優にその劇を教え込んだ。0。 自身の劇作の最初の頃、アリストパネス
はこうしたことを敢えて行おうとはしていなかったのであって、彼にはカッリ
ス トラトスとピロニデスという二人の舞台監督がおり、民衆に対して自分で舞
台に立つ代わりに、この二人の援助を受けていた。しかしアリストパネスは、
アリス トニュモスとアメイプシアスの罵詈雑言によつて攻撃されると、恐れを
捨てて、舞台へと上がった。つ。しかるに、リウィウスが合唱隊を導き入れたの
かどうかについては、私はまだ読んだことがない。けれども、プリニウス・カ
エキリウスは、彼の生きていた時代、ラテン語の古喜劇は上演されず、朗読さ
れていたと書いている。0。 とはいえ、ローマ人の新喜劇は、欠点の詮議や譴責
から身を離してはいなかった。ちょうどこれは、プラウトゥスにおいてしばし
ば認められる。テレンティウスにおいても一度だけ、密やかにそれは行われた。
すなわち、『宦官』において女中 (ビュティアス)は、カエレアが、姦通者の身
に降りかかるのが常であるところのものに耐えねばならない状況にあると言う。
「そんなことが、」と彼女は言う、「起こるのを見たことないし、起きたらいい
なんて思わない。」。9ここで女中は、自分の役目を演じている。娼婦という仕
事に精を出している彼女は、姦通者に悪いことが起こるのを望んでいなかった。
続いて、彼女が、そんなことが起こる習いはないと言わんばかりの口調で、自
分はそんなことが生じるのを見たことがないと言うとき、テレンティウスは秘
められた言葉で、姦通者を罰する際におけるローマ人の無頓着ぶりを攻撃して
いるのである。一方、プラウトゥスは、ディピロス、メナンドロス、エピカル
モス、ピレモン、アポッロドロスから題材を受け取つていながら、時として古
喜劇の辛辣さを添えたが、ただ単に通りすがりにそうしたのではなく、時には
多くの詩行にわたつてそうしている。『クルクリオ』には以下の詩節がある。
それから、そこのパッリウムを着たギリシア人。頭を覆つてぶらついてい
るやつら。
本だの籠だの、いっぱい抱えて行く連中だ。
一緒に立ち止まってはしゃべり合っている。まるで、逃亡奴隷さながらだ。
こいつらときたら、道をふさぐし立ちはだかるし、御託を唱えては歩き回る。
人の物をくすねてきては、ご覧の通り、居酒屋で
いつも飲んでいるのだ。頭を覆つて温かい酒をひつかけて、
悲しげな顔して酔つて出て行くのだ(30。
同様に多くの他の個所でも、プラウトゥスは、彼の時代や民族を批半1している
が、ただ単に一般的な習俗のみならずまた、『バッキス姉妹』においては名指し
で俳優ペッリオの愚かさを批判している。D。 当該個所で注意を促したように。②、
それどころか『バッキス姉妹』の中でプラウトゥスは、罵詈雑言に満ち満ちた
パラバシスを挿入している。9。 こうした実例においては、ギリシアの痕跡が認
められる。後になつてローマ人は、果敢にも無教養な厳格さをやわらげて、ラ
ティウムに由来する名前と習俗を舞台に導入し、それらを祝祭のお芝居の中に
取り入れたのである。
そこで、マルケッルスやブル トゥスや他の貴顕の士は、劇場の座席で観覧し
たばかりではなく、舞台の上でその姿が見られもした0。。ここから、ツト優が身
に着ける衣裳や衣服に基づいて命名されるような種類の劇が現れたのである。
つまり、民族衣装からギリシア喜劇をパッリアータエと呼んでいたようにeD、
ローマ喜劇はローマの トー ガからトー ガタエと呼ばれた。そこで、ラテン語の
喜劇には次の種類のものがある。最高位にある人物によつてプラエテクスター
タエと呼ばれていた高貴な喜劇。すなわち、プラエテクスタとは政務官の トー
ガであり、それには紫色の縁飾りが付けられていた。ゆえに、ギリシア人はそ
れを「ペリポルピュロス (赤紫で縁取りした)」 と呼んでいた。アウグストゥス
によつてオクタウィアの柱廊広間にある図書館長に任命されたガイウス 。メッ
リススは、『著名な文法家について』という小冊子の中で私たちはそれを読むの
だが、新しい種類の トー ガタを公表し、それをトラベアータと呼んだ00。先に
比べれば高貴さにおいて劣位にある喜劇がある。そこでは、元老院議員が トー
ガを着用して私人として登場していた。つ。
最後の種類の喜劇は、普段の事件にまつわる卑俗な命運を内容とし、 トゥニ
カだけを身にまとつていたが、しかしながら、同じ類推からトゥニカータエと
は呼ばれずに、住んでいる所からその名前を手に入れた。すなわち、その喜劇
はタベルナーリアエと呼ばれたのだが、それというのも、舞台にはタベルナエ
(店)が設えてあつたからである。さらに、これらとは異なる種類としてアー
テッラーナエがあったが、それはもともとすべての中で最も諧誰と機知に富ん
だオスキ人の城市アーテッラにちなんでそう呼ばれていたのである。それゆえ、
人々はそのしゃれた娯楽を田舎町の劇場に導き入れていたのだけれども、大い
に人気を集めたので、ローマの都にもまた持ち込まれることになった。という
のも、言葉には辛辣なところがあったけれども、笑い以外は何も求めてはいな
かつたからである。スエ トニウスが『ティベリウス伝』の中で朗llMしている詩
行についても事情は同じであつた。悪臭を放つ、毛むくじゃらの老人であるテ
ィベリウスに対しては、その日の猥褻さが非難されねばならなかった。詩行と
は次のようなものであった。
年老いた雄山羊は雌山羊の性をなめる
ティベリウスはカプレアエ島で暮らしていたところから、雌山羊と名指してい
るのだということが、さらに突き棒としてこれらの言葉の背後におそらくは控
えているのであろう。0。 要するに、ローマ人は、粛々として国事に専念する合
間に、精神をリフレッシュするために、隣人の習俗に浸ることを醜いとは考え
ていなかった。事実、これらはローマ人のすこぶる気に入るところとなったの
で、人物、出来事、言葉遣いのいずれもすべてが卑猥ではあつたけれども、市
民たちは、粗雑な詩行において日外された冗談を通じて、機知に富む想念を舞
台に掛けることを始めたのである。アーテッラーナエの適正な規模と比較すれ
ば、この種の詩には多くのものが欠けていたので、この種の詩は後に全体に適
合した部分としてアーテッラーナエの中に挿入されたのであって、ここからエ
クソディア。9が作られた。こういうわけで、アーテッラーナエを上演する人々
は、俳優の数には算入されず、部族から遠ざけられるということもなく、その
上また、軍隊に志願する権利をも保持していた(401。
しかし、アーテッラナ、ないしは先に挙げた喜劇の中の一つのものをイタリ
カと古人が呼んでいたかどうかについては、十分には分からないし、実際には
さほど重要ではない。『食卓の賢人たち』第九巻においてアテナイオスは、イタ
リア喜劇の創始者であるとされる、タレントゥム生まれのスキラスとかという
名前の詩人に言及しているにつ。 ドナ トゥスは、これらの喜劇にリントニカエを
付けカロえたがゆえに、つまりはそれが俳優の名前に由来すると釈明しているに
'。
もつとも、いかなるツト優が喜劇の種類を変更したり設立したりできるのかは、
私には分からない。アテナイオスは第二巻において、ツト優ではなくいわば詩人
としてリントンに言及し、『アムピトリュオン』を彼の喜劇であるとしている。9。
同じドナ トゥスは、私たちと同様に、 トー ガタエをタベルナーリアエから種に
おいて区別しているが140、他の人々はそうしていない。少なくとも私は、彼ら
が間違つていると思うにD。 またもちろん、登場人物に基づいて異なった喜劇の
種類が存在している。しかし、人々の言うところでは、パクウィウスはパッリ
アータという名目でプラエテクスタータの梗概を公表するほどまでに喜劇の種
類を混ぜ合わせたとされるが、もし本当に『オレステス』や『アガメムノン』
という題名を付けたとすれば、そういうことになるだろう(461。事実、たとえ内
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容が損なわれていても、日新しさは喜びを与えるものである。プラウトゥスは
いつものようにおどけて、自作の『アムピトルオ』を悲喜劇と呼んでいるがにつ、
そこでは、登場人物の威厳と偉大が喜劇の卑障と混合されていた。
梗概という観点からもまた、私たちは喜劇の差異を識別することができる。喜
劇は総じて恋愛的である。例えば『アンドロス島の女』(481。誹謗的な喜劇、例え
ヤゴ『雲』や『蛙』0。市民の運命や習俗を主題とする喜劇、例えば『宝庫』、『捕
虜』、『黄金の制 60。不意の出来事を主題とする喜劇、例えば『幽霊』、『アルク
トゥルス』6D。詐欺的な喜劇、例えば『ほら吹き兵士』や『プセウドルス』も
'。
別の基準に従つても区分することができる60。活動的で波乱に富む喜劇を私
たちは識別する。例えば『兄弟』6。。こうした喜劇を人々は運動的と呼んだ。
別の喜劇はより落ち着いている。ゆえに人々は、これらを静止的と呼んだ。そ
こでは、撹乱がない。例えば『義母』や『ロバ物語』GD。その他の喜劇は、陽
気で饗宴的である、例えば『バッキス姉妹』60。
さて今は、悲劇の種類へと移つて行こう。
第人章 悲劇の種類
悲劇の種類は、場所に応じて、二つある。すなわち、ギリシア語の悲劇とラ
テン語の悲劇である。後者はプラエテクスタータであり、例えば、セネカ作の
ネロにまつわる悲劇が現存しているもつ。しかるに、悲劇は梗概の種類の点から
も相異なっている。すなわち、アテナイの人カッリアスは、ストラッティスよ
りも年長であったが、ある悲劇を創作し、文字から響きと梗概とを引き出して
いるがゆえに、その悲劇を文法的と名付けた。つまり、その合唱隊は、字母の
名前、響き、長さ、リズムから構成された舞踊に他ならなかった。これについ
てもつと精確に知りたいと望む者は、アテナイオスに当たればよい。というの
も、そうしたことは、<今探究している>事柄にとつてはあまり重要ではない
し、ローマ人とつてもまったくのところ不必要だからである。とは言えしかし、
古人たちはカッリアスの諧調をおおいに讃嘆していたので、エウリピデス作の
『メデイア』やソポクレス作の『オイディプス』の若干の詩行はその諧調を模
倣することで構成されていると伝えられている60。
他の種類のものは、英雄に混じつたサテュロスを含んでいるので、さらによ
り陽気なものが厳粛なものと混ぜ合わされている。エウリピデス作の『ポリュ
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ペモス』はそういった種類のものとして現存している。9。 哲学者のメネデモス
はこの種の詩においてソポクレスとアカイオスに第一位の座を授けた。0。
さらにまた、悲劇が上演されていた四つ祝祭があつた。それゆえ、「テ トラロ
ギアー・サテュリケー (サテュロス劇四部作)」 という呼び名が生まれた。ディ
オニュシア祭、レナイア祭、パンアテナイア祭の二つの祝典において、真面目
な悲劇が上演された。第四番目の祭には、サテュロス悲劇が残されていた。す
なわち、その祭とはキュトロイ (大鍋)である●D。
第九章 喜劇と悲劇の諸部分
部分という語は一義的に理解されてはいない。哲学者が本質的と呼ぶ部分が
あるから。部分は二義的である。すなわち、事柄に存するか認識に存するかで
ある。事柄には素材と形式が存する。認識に基づくのは、素材を規定する類で
あり、種差は定義において形式を規定する
“'。
他の部分は普遍的と呼ばれる。
一つの類に属する複数の種がそうである。つまり、類はその種をいわば部分と
して含んでいる。こうしたことについては実際のところ、すでに私たちは述ベ
たG9。その上、量ないし疑似的な量の部分が存在している。量こそは唯一分割
可能なものだから。従って、一エルは三エルの部分である。炎の中に存在する
炎性が、より大きな炎の中に存在する炎性の部分であると言うとき、疑似的な
量の部分が問われている。つまり、炎性はそれ自体では分割されないが、炎性
の底に存している量との比例関係によつて、分割されるのである。
さて今は、劇においてそうした部分を考察することにしよう。ところで、劇
という共通の呼称の下で以下の類について述べた。その類とはすなわち、悲劇
と喜劇である。の。喜劇には若千の種がある。よつて、喜劇の部分としては枢要
的部分、付加的部分、付帯的部分が区別される。真正の枢要部分は四つある。
プロタシス、エピタシス、カタスタシス、カタストロペーがそれである。かな
り多くの人々が、二つの部分だけを枚挙したのを私も知っている。D。 けれども
私たちは、よリー 層精緻な探究へと精神を差し向けた。これらの諸部分に共通
な、より大きな部分は幕 (アクトゥス)と呼ばれているが、しかし、専らその
ように言われているわけでもないし、常にそのように言われているわけでもな
い。すなわち、第五幕は、時としてカタス トロペーの部分ではなく、カタス ト
ロペーが始めと終りを区切ると同時に、カタス トロペーと同じ長さとなる。同
様にして、プロタシスは、第一幕によつてその全体が把握されるのと同じく、
第一幕を全体として包含する。加えて、プロタシスはかならずしも第一幕に置
かれるとは限らない。第二幕にプロタシスが置かれている例としては、プラウ
トゥスの『ほら吹き兵士』がある●0。 幕の部分としては、場 (スカエナ)と呼
ばれているより小さな部分がある。悲劇においても同等のことが認められる。
以上が真正で、枢要で、正当な部分である。
一方、付力目的部分とは、梗概 (アルグメントゥム)、 前口上 (プロログス)、
合唱隊 (コルス)、 笑劇 (ミームス)である。さらに、哲学者が状況と呼んでい
る付帯的部分とは、表題、旋律、歌曲、舞台ないし舞踊、装置である。悲劇は、
梗概や前口上を劇から独立したものとして持っているのではなく、むしろ誰か
ある登場人物の姿を借りて劇に関係しているものとしてそれを持つ。一方、喜
劇の前日上に登場する人物は、もしそれがよければ、全体として劇の外に存在
することもあるが、朗読が終わるのと同時に、もはやそれ以上は姿を見せない
からという理由で劇の外に存在しているのではない。すなわち、『アンドロス島
の女』に登場するソシアのように、劇に関係している人物でも時としてこうし
たことを受け入れるのであってもつ、それゆえ、そうした登場人物は「プロタク
ティケー (付加された)」 と呼ばれているし、あるいは他の人々が述べているよ
うに、「プロスタティケー (指導者的)」 と呼ばれている。D。 むしろ、前日上の
登場人物は、劇と共通するものを何も持つていない。あるいは、私の意見とし
ては、弁舌を披露するべく
“
9幕と幕の間に登場する上演世話人一一プラウトゥ
スの『クルクリオ』におけるように001  と同様に、前日上の登場人物は劇の
出来事とは繋がっていないのである。しかし、悲劇は合唱隊を持っており、そ
れを決して失わなかったし、また笑劇の代わりにサテュロス劇を持っている。
悲劇は、喜劇と共通の部分として歌曲を持ち、舞踊と装置とともに表題を持っ
ている。では、これらすべてを一つ一つ吟味するとしよう。
正当な部分というのは、それなくしては劇が存立できず、それの内に劇が包
含されている部分である。プロタシスとは、そこにおいて出来事の総体が提示
され物語られるが、結末の告知を伴わない部分である。すなわち、<出来事が
どのように展開するのか>という期待へと向けて、聴衆の心を絶えず宙釣り状
態に置くより精妙な部分である。というのも、もし結末が事前に告知されるな
らば、劇はかなりつまらないものになってしまうからである。梗概から出来事
のすべてを理解するにしても、しかしプロタシスは、聴衆の心をうんざりとさ
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せるというよりも炊き付けるほどまでに、簡便にして簡潔な宣明なのである●D。
エピタシスとは、そこにおいて騒動が惹起され強化される部分である。
'。
カタ
スタシスとは、そこにおいて、出来事がその陥つた運命の嵐の中で混乱を来た
している、活力澁る劇の状態である。多くの人々はこの部分に気が付いていな
かった。しかし、必要不可欠の部分である。カタストロペーとは、出来事の煽
動が予期していなかった平和へと復帰する<部分である>。9。
すでに述べたように、これらの部分に付け加えて前日上があるが、ある人々
はそれをローマ人のみに帰している。つ。この部分は「モノプロソーポス(独自)」
であるが、それは、個々を別々にして推論するのでなければ、定義によつては
明らかにされえない。→。すなわち、ある前口上は梗概を語り、また別の前日上
は、『兄弟』におけるように、劇作に際しての詩人の意図を語る●0。 前者を人々
は「ヒュポテティコス (梗概的)」 と呼ぶ。「ヒュポテシス (梗概)」、「ヒュポケ
イメノン (主題)」、「ペリオケー (要約)」 は同じだから。つ。『黄金の壺』にそ
れは見られる。0。 しかるに、前日上が専らラテン語にかかわる問題であるとす
ると、一体、どのようにしてギリシア語の名前を見出したのか、不思議なこと
である。第二の前日上は推奨的である。それゆえ、人々はそれを「シュスタテ
ィコス (推奨的)」 と呼ぶ。というのも、それは作者と劇のために聴衆に請願す
るからである。すなわち、劇が成立するとか成立したとか語られるのは、いわ
ば観客の心を<その期待通りに>安心させるかのようにして、最後まで上演さ
れるときなのである。かかる種類の前口上は『義母』において認められる。9。
第二の種類の前口上は、『アンドロス島の女』に見られるように、敵対者の非難
を反駁するときに用いられるか00、あるいはまた、非難をきつぱりと退けると
きに用いられる。後者の例としては以下の詩行がある。
同じ彼がつい最近『幽霊』を上演した。つ。
この種の前日上を人々は「アナポリコス (関係的)」 と呼んでいた。
'。
他の前
口上は混合的である、例えば『カシナ』。0。 プラウトゥスは『三文銭』のため
に「ディプロソー ポス (登場人物が二人)」 の前日上を作つたが、ルクスリアと
イノピアという登場人物G。は若者の自堕落にふさわしいから、もちろんそれを
「エーティコス (性格的)」 と呼ぶこともできる。D。 同様に、『綱曳き』におけ
るアルクテゥルスと『黄金の壺』における家を守るラルの前日上があり00、彼
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らのためには、その起動力によつて彼らが突如として舞台に現れる機械が設え
てあった。つ。つまり、アルクテクルスが高い所から下に運ばれるのは、彼自身
もまたそこで公言しているように、ふさわしいことである。D。 同様にまた、悲
劇の結末と『アムピトルオ』の結末では神々を登場させるために同じ種類の機
械が必要であつた。こうした神々の助力のおかげで、最大の危機、絶望的な難
事が希望にあふれた状態へと引き戻されたのである●0。 このような結末を私た
ちは、ソポクレスの『ピロクテテス』やエウリピデスにおいて読む190)。だが、
前口上の登場人物は劇とは関係していないと先に述べたことに関して言えば、
そのことは実際のところ真実であつた。けれども、プラウトゥスは自分の流儀
で新機軸を打ち出して、『アムピトルオ』の中でメルクリウスに前日上を語らせ
ているが、このメルクリウスはしかし、その後、劇の大部分を準備するのであ
る(91)。
一方、梗概は実際のところ新しく案出されたものであって。②、劇においてそ
れが必要とされるのは、その211の前日上が梗概とは別の内容を持ち、それがプ
ロタシスの中にも含まれていない場合である。事実、『アンドロス島の女』の前
口上でもプロスタシスでも劇の梗概は示されてはいない。9。『宦官』において
も他の若千の劇においてもそうである。つ。 ドナトゥスは梗概を「アルグメンタ
ーティオー (論証)」 と呼んでいるが、それは拙い命名である。→。我らの『起
源』においては次のように述べられている。すなわち、キケロあるいは他の人々
の語用に基づいて、アルグメンターティオーはヒュポテシスの意味では決して
使用されてはおらず、むしろ、信頼を勝ち取るための何らかの工夫の意味で使
用されているのか、あるいは、その工夫を開陳するという意味一一この意味で
使用される場合のほうがずっと多いのであるが一一で使用されているのである、
と。O。 このことはまた、セウェリヌス・ボエティウスが『 トピカ』の中で明示
したところである〈9つ。
表題 (ttulus)は名前の刻印であり、ウァッロが述べていたように。③「tutari
(保護する)」 ではなく、むしろ「ティエイン (尊敬する)」 に由来する。9。 名
誉と表題は同じなのだから。私は名前という語の下で作者の名前と同様に劇の
名前を意味している。名前は、旋律を作つた人によつて公言されるのみならず、
前舞台 (プロスケーニオン)においてもまた提示されていた。人々の言うとこ
ろでは、いにしえのギリシアの劇が新しい作者の労力によつてラテン語で公表
されるならば、劇の名前が前に置かれるのが通例であつたが、しかしもし事情
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が異なるならば、民衆が、昔から抱いている期待に基づき、いっそう注意深く
聞くようにするために、劇の名前は作者の名前の後に置かれるのが通例であつ
た。けれども、梗概それ自体は大文字で記載されて表題の下の置かれるのが通
例であると私は思う。それゆえ、人々は、その詩行の先頭の文字から劇の名前
が読み取れるような種類の梗概をもまた考え出したのである。001。
幕 (actus)は、<喜劇と悲劇に>共通の行為 (actおnes)からそう名付けら
れている。全体としてこの種類は「ドラーマティコス (行為の。劇の)」 である
から。すなわち、幕は、私たちが述べた諸部分の多様性に応じて、多様な行為
を含む劇の部分である。幕は、五という数によつて包み込む順序に基づいて命
名されている。幕の数が五より多くても少なくても、それは相応しくなしく100。
さらに以前においては、幕は、誰か新しい登場人物が介在することによつて区
分されていた。0'。 しかし後になると、別のやり方でこうしたことが行われた
のを見出すであろう。 ドナ トゥスは、同じ人物が前舞台に五回以上にわたつて
登場することはできないと主張した。09。 これは誤りであつて、ただちに『ア
ンドロス島の女』においてダウスがそうではないということを示すし、他の場
所でもしばしばそうでないことが示される。
場とは、そこにおいて二人ないしそれ以上の登場人物が語り合う幕の部分で
ある。場は、時にすべての人物の登場とともに始まり、時に一人だけの登場と
ともに始まるが、次にこの一人の登場人物は先行する場から<登場している>
誰かある別の人物に出くわす。さらに、場は、時としてすべての登場人物の退
場とともに終わり、時として一人だけの退場とともに終わるのであって、その
結果、舞台に二人の登場人物がいれば、残りの二人が続く場を構成することに
なる。また時に、一人の登場人物だけが残り、続く場に備える。場 (scaenalは
その名前を次のところから得ている。すなわち、次から次へと絶えず異なった
顔が舞台装置の中から現れて来るのであるが、その舞台装置は、以前は枝と葉
から作られていたのだから、「スキアー (影)」 と「スケーネー (天幕)」 という
ところから場と呼ばれるようになった。0。。事実、「スケーヌーン (テントを張
る)」 は軍隊用語であり、また、ロクロイのティマイオスにおける「スカーノス
(テント)」 はこの意味から遠く隔たるものではないGOD。
合唱隊とは幕と幕の間の部分である。しかし、劇の最後においてもまた合唱
隊を見る。それゆえ、合唱隊とは幕の後で唱和とともに導入されるものである
とする定義のほうがより安全である。その過程は一様ではなかつた。事実、時
として合唱隊はその全体が、笛に合わせての歌、動き、身振り、舞踊を伴う。
また時として合唱隊は、多様な韻律や過程と混ぜ合わされるし、時として、個々
の登場人物とさえ混ぜ合わされるのである。しかるに、新喜劇から合唱隊が取
り除かれることで、笛吹きはその職務を果たしていたのであるが、このことは
プラウトゥスの『プセウドルス』において十分に明らかである。さらに、オルケ
ーストラーで踊る人々も合唱隊とともにあつたが、ここから、オルケーストラー
が「ロゲイオン (舞台)」 という名でもまた呼ばれていたとある文法学者たちは
書いているが。061、 これは拙いやり方である。なぜなら、ロゲイオンはオルケ
ーストラーの部分だつたのだから。踊る人々とともに、旋律を奏でる人々もま
た出演していたのであって、彼らの規則に従って人々は声を調節していた。0つ。
アルカディアの人々がディオニュソスの笛吹きに基づき最初に合唱隊を創設し、
ティモテオスとピロクセノスの規貝1に従っていた、と言われている。00。 しか
しながら、合唱隊のほうがピロクセノスよりもはるかに古いものであるという
ことが私たちにとつては確実なのである。だが、同じ人々は、音楽全体の起源
をもまたアルカディア人に帰している。確かに、合唱隊は非常に古いものであ
ったので、往時、悲劇におけるサテュロス劇の梗概の全体は、ただ合唱隊のみ
に依拠していたのである。また、デルポイのピラムモンが初めて、アポロンを
賞揚するために、祖国の祭壇の傍らに合唱隊を配置した。09。 しかし、ポリュ
ビオスが『歴史』第二十巻で書いているように、ローマでは、ルキウス・アニ
キウスが、イッリュリイ人の王ゲンティウスを打ち負かし征服したとき、競技
場において即席の舞台を建てさせて、その当時初めて劇場音楽家を登場させる
芝居を上演した。彼は、劇場音楽家をオルケーストラーに据えたのである。10。
一方、前舞台には合唱隊とともに笛吹きがいた。アルコン (執政官)が初めて
喜劇の合唱隊を舞台に導き入れた。11)。
しかし、最初の頃は、劇における合唱隊は一人のツト優であつた。つまり、市民
の悪徳を吟味する誰かある一人の人物が前に進み出るが、歌はともなつていなか
った。プラウトゥスの『クルクリオ』における上演世話人がその例である。次い
で、もう一人が追加されることで、問いと答えを多彩に繰り広げ<観客の>心
を満たすことになった。なぜなら、詩作において最高の賛辞の的となるのは新
奇さなのだから。その後、合唱隊の人数が四人となると、合唱隊を二人ずつの
同数の組に分けたが、ギリシア人はそれゆえこれを「ズガ (二人で一組)」 と呼
んでいた。1'。ここでは、ローマ人のトリブス (部族)の場合と同様なことが生
じた。すなわち、ロムルスが民衆の全体を三つの (tres)部分に区分した後一一
ここから、それはt五busと呼ばれるようになった一一、次にトリブスの数はさ
らに多く付け加えられたけれども、名前はそのまま残つたのである。同様に、
ズゴンという名前は、合唱隊の人数が増えても、そのまま変更されることはな
かった。つまり、喜劇においては、二十四人から成る合唱隊は一定の同数の対
に区分されていた。従つて、四人で構成されているズゴンは、名前はそのまま
保たれていたけれども、いにしえの意味とはそぐわないものになった。
また、合唱隊を区分したり総括したりすることは、合唱隊の列ないし秩序の
内にも存していた。ギリシア人はこれを「ストイコイ (列)」 と呼ぶ。列のそれ
ぞれは六人ずつから成り立っていた。戦列におけるのと同様に、合唱隊が静止
しているとき、この列はオルケース トラーに整列させられていた。これは、「コ
ロスタシアー (合唱隊の設立)」 と呼ばれていた。19。退場したり入場したりす
るに際して合唱隊がまつすぐに歩くとき、同じ秩序がある。この合唱隊は、四
角形と呼ばれていた。1つ。合唱隊が近付いて来たならば、それは「パロドス (入
場)」 ないし「パロディアー (脇道)」 。1めと呼ばれており、そのときには、「プ
ロソディオン (行列の歌)」 を歌つていた。舞台に登場したならば、「エイソデ
ィオン (登場の歌)」 。10を歌っていた。なにゆえここに登場しているのかとい
う理由を語つていた。ときには、立ったまま歌っていた一一これを人々は、「ス
タシモン (静止の歌)」 と「シュノディオン (集会の歌)Jと名付けていた。1つ。
その折、事の顛末を物語つていた一一、あるいは、ただちに向きを変えて退場
していた。これは、「メタスタシス (退場)」 (110であつた。しかしもし、再び登
場するならば、それは「エピパロドス (三度目の入場歌)Jと呼ばれ、エピパロ
ドスにおいて長々と舞うのであれば、それは「コルダクス (卑猥な踊り)」 。19
であり、短く舞うのであれば、それは「コムマティコン (悲嘆の歌)」 。20でぁ
つた。そこにおいて、合唱隊は嘆いていた。最後に退場するときには、「アポド
ス (退去)」 と「クシュネクソドス (一緒に退去)」 。2つがぁった。そこでは、「エ
クソディオン (退場歌)」 が歌われていた。ギリシア人は他の機会には単独の笛
を用いたが、唱和に際してのみ二重の笛を用いていた。2'。 ティマイオスが記
録しているところでは、スパルタの合唱隊は四角形であり、アテナイの合唱隊
は円形であつた。アテナイ人はその合唱隊を「ディオニュシアコイ (ディオニ
ュソス的)」 と呼び、シケリア人は「イアムビスタイ (誹謗者)」 と呼んでいた。20。
イッリュリア、ギリシア、マケドニア、 トラキアでは合唱隊がしばしば大いに
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使用されるのを私たちは見る。往時、イタリアの数少ない場所で合唱隊が使用
されており、現在ではフランスの至る所で使用されているのを私たちは目にす
る。
しかるに、いにしえの人々はいつもいつも、手と手を結び合つて円陣を組ん
でいたのではなく、時として、手を離してもまた円陣を組んでいた。20。 歌を
唱和しながら最初左手の方へと移動したが、彼らの主張するところでは、この
動きによつて彼らは天の第一の周期運動を模倣していたのである。このことに
ついては、『公開訓練集』において十分に記載されている。29。まことに今でも
なお、自分は三歩調の踊り。20をしていると言う人々は、左足を最初に動かす
が、ちょうどこれは、技芸が自然からは切り離されているということを公然と
語つているかのようである。2つ。とぃぅのも、自然はまず最初に右を動かすの
だから。ダキア人は、自分たちが他の多くの事柄においてもまた、他の人々の
見解や習慣から異なっていると揚言するとき、左ではなく右を前に出す。従つ
て、合唱隊は左へと向かう運動を「ス トロペー (旋舞歌)」 と名付けていた。こ
のストロペーを完了してしまうと、人々は、同じ数の拍子で、同等の時間をか
けて、同じ足跡を辿つたのであるが、こうした方向転換によつて、天の下を滑
り行く惑星の逆運動が写し取られていると公言していたのである。これが「ア
ンティストロポス (対旋舞歌)」 である。この過程が完結すると、人々は立ち止
まり大地の静寂を再現していた。この静止状態で、先人から受け継いだ多様な
歌を歌ったのであるから、これを「エポードス (結びの歌)」 と名付けていた。20。
今日では、私たちの世俗の合唱隊は、私はいつもそれを笑っているのだが、周
天におけるかのように。29、短い前進と短い後退を行っている。これが、内容
ないしは形式から見た合唱隊の部分である。しかるに、異なった場所では異な
つた仕方で規則が変更されているのを見出すであろう。つまり、悲劇において
しばしばストロペーだけを目にする。他の人々は、自らの判断に従つて、スト
ロペー、ェポー ドス、アンティストロポス、エポー ドスというように区分し、
その結果、四つの部分が生じた。他の人々は、エポー ドスから始めることの好
み、そこで二つのエポー ドス、ス トロペー、アンティストロペーから成る五つ
の部分が生じた。30。 ここには、名称の誤用があった。すなわち、「エパーデイ
ン」は合わせて歌うことである。しかし、彼らにとつてそれは「プロアーデイ
ン」であった。それゆえ、少なからぬ人々は、先立って歌われるものを「プロ
オーディカ」くと呼ぶが、>ちょうどそれは、劇の最中で歌われるものを「メ
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ソーディカ」<と呼び、>繰り返し歌われるものを「パリノーディカ」<と呼
ぶ>のと同じである。3D。一方、合唱隊は、眼前にある題材から逸れる場合、
立ち止まり面と向つて観客に話し掛けていた。3'。 これがパラバシスと呼ばれ
ており、喜劇詩人に固有なものであった。これをかなり頻繁に用いたのでエウ
リピデスは批評家によつて非難されており、ソポクレスはエウリピデスほどに
は非難されていないが、というのもめつたにそれを用いないからである(139。
しかも、パラバシスは七つの部分を持つている。まず、「コムマティオン(小片)」
であるが、それは比較的短い部分の性状であり、ゆえに切り取りからその名前
を手にする。第二の部分は「アナパイストス」と呼ばれていたが、以前それは
アナパイス トスのみから構成されていたからである。後になって、別の詩脚に
取り替えられたが、にもかかわらず名前は保持していた。第二の部分を人々は
「マクロン (長い)」 と呼んだが、比較的長く続くからではなく一一つまり、そ
れは極めて短かつた一一、息をつくことなく一気呵成に歌い上げねばならなか
ったからである。役者たちは、むしろ自分らの苦労を顧みて、戯れにこの名前
を与えていた。この部分の後には「ストロペー」が来るのであって、それには
「アンティストロペー」が呼応していた。それに続くのは「エポー ドス」ない
しは「エピッレーマ」であり、これには「アンテピッレー マ」が呼応しており、
それには十六行以上の詩行から構成されてはならないという規則があつた。ア
リストパネスはその数を増やした。さらに、人々はエピッレーマとアンテピッ
レーマのいずれをも半合唱隊へと区分していたのであって、時としてアナパイ
ス トスの韻律で、あるいはコムマティオンやストロペーによつてそのようにし
ていたのであるが、ちようどこれはアリストパネスの『蛙』において認められ
る。3つ。時として、パラバシスは第四番目の登場人物に割り当てられていたの
であって、当時それは「パラコレーゲーマ」と呼ばれていたが、というのも、
それは舞台の題材からは逸脱していたからである。つまり、その登場人物は舞
台に属していたのである。しかしもし、舞台ではなく合唱隊の中から一人の人
物が語りかけるのであれば、それは「パラスケーニオン」であるが、というの
も、合唱隊の主題や韻律の外でそれが行われるからであつて、アイスキュロス
が『アガメムノン』においてそれを行つている。3D。そのように古人が書いて
いるのを私は読んだ。とはいえしかし、私は、合唱隊からパラコレーゲーマが、
舞台からパラスケーニオンが生まれると以前は考えていたし、今もなおそう考
えている。なぜなら、呼称自体がこのことを明らかにしているのだから。30。
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ギリシア人が「ヘーミコリオン」と呼ぶものを私は半合唱隊と呼ぶ。3つ。すな
わち、合唱隊のもう半分のことである。実際、このように半分にされた合唱隊
は全体として「ディコリア」と呼ばれていた。それゆえ、合唱隊の返答は「ア
ンティコリア」と呼ばれた。30。 しかも当時、半分の合唱隊は、同等の状態で、
一方が他方に向き合わせて並べられていた。テュルタイオスが初めて「トリコ
リアー」を組織したが、しかもそれは舞台の外にあり、青年、成人、老人から
構成されていた030。さらに、合唱隊が占有する場所から類推して、それを区
分する別の理論があつた。右側に配置される合唱隊は「デクシオスタテース」
と呼ばれ、左側に配置される合唱隊は「アリステロスタテース」と呼ばれ、脇
に配置される合唱隊は「ラウロスタテース」と呼ばれ。401、 この後に配置され
る合唱隊は「トリトスタテースJと呼ばれる。[ガレノスがエンカルシオグラン
モスの中でシーモス、すなわち脇と呼んでいるものは、おそらく同じ理論に基
づきラウログランマ トスであろう。41)。]合唱隊が編成されていたのは、すべて
の年代、職務、地位、性からである。すなわち、少年、少女、男、老人、女、
老女、市民、異邦人、兵士、農夫、奴隷、自由人、捕虜である。さらにまた、
雲、蛙、蜂、その他何であれ任意のものもそうである。ちょうど私たちが以前、
私たちの喜劇『籠』においてそのように戯れたのである。というのもこの喜劇
の合唱隊は、ニンニク、玉ねぎ、ねぎ、シャロット、球根から構成されていの
だから。49。 ァリス トパネスもまた、同じ劇の中で二通りの合唱隊を作つた。
つまり、蛙からなる合唱隊と秘儀者からなる合唱隊がそれである。40。合唱隊
の前を行くのは先導者であり、それゆえ先導者は「コラーゴス」という名前を
手に入れる。コラーゴスの装備は「コレー ギオン」であり、ここから「コレー ゲ
イン」一一装備の費用を賄う一一という語が生まれた。の。コラーゴスは為され
るべきすべての事柄を配慮し、道具を監督し、合唱隊を登場させたり、退場さ
せたりしていた。従つて、プラウトゥスは、服を求める者に指示して、その服
が使用されるべきものとしてコラーゴスから受け取られるようにしている。4D。
合唱隊の先導者はアリストテレスにおいてもなお「コリュパイオス」である。46)。
ドナ トゥスの述べているところでは、幕は時として故意に混乱させられるが、
それは、カーテンが上げられるよりも早く、気難しい観客が立ち上がって、退
出することを許さないようにするためである。4つ。
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註解
(1)時代や筋書きの差異に基づいて喜劇を古喜劇、中喜劇、新喜劇に区分すること
に関しては、ProlegOmena de∞moedia I,V lhrsgo W」ヽ～
l Koster u a.,Schoha
inん
“
tophanem,GrO五ngen,1975)を参照。
(2)エウアンティウス『劇について』2,4.fAehus Donatus,Commentum Tbrenti,
hrsgo R WessneL Leipzig,Bl,1902.)においては、おおよそ次のように述べられ
ている。すなわち、古代にあつては、すべてが虚構の喜劇が上演されていたのでは
なく、市民の為した行いがそれを為した者の実猛とともに劇中で公然と告知されて
いたので、市民各人は劇場で晒し者になることがないように、罪を犯すことを憚り、
ゆえにそれは、国家の法習を維持するのに寄与していた。なお、エウアンティウス
(EuanthiuOは4世紀の文法学者。
(3)エウアンティウス『劇について』3,1においては、おおよそ次のように述べら
れている。すなわち、古喜劇は最初は合唱隊そのものであったが、古喜劇から新喜
劇へと時代が推移していく過程において、観客が合唱隊よりも俳優の方を好むよう
になり、それに応じて合唱隊の役割が徐々に軽減されて、最後には合唱隊が一切登
場しなくなった。
(4)ProlegOmena de comoeぬav 13‐25
(5)サンニュリオンも古喜劇詩人であるが、ここではむしろ、紀元前 570年頃に合
唱隊を伴った最初の喜劇を創作したとされるスサリオンのことが想定されている
と思われる。写本の古註が伝承される過程において、両者が混同されているのであ
ろう。Prolegomena de comoeとaV 13のapparatus crlttusを参照。
(6)Prolegomena de comoedia v 15‐16.
(7)quae ad t五um tantum iutta digesta suntのsuntを と読み替え、quaeの
先行詞は単数のcomoediaと解する。
(8)クラティノス、アリス トパネス、エウポリスという二人の喜劇詩人のそれぞれ
の特性に関しては、Prolegomena de∞moedia Ⅱを参照。
(9)ユウェナリスの中傷者が誰を指すのかは詳らかではない。
(10)第一巻十二章で述べられている。
(11)PrOlegomena de comoedia I,11-31.
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(12)Prolegomena de comOedia V 3‐4
(13)パラバシスは古喜劇に特有の様式であり、劇中で合唱隊が前に進み出て観客に
詩人の名において語りかける部分である。ただし、スカリゲルは、パラバシスが中
喜劇に固有であるとの認識を抱いているが、これは明らかな事実誤認であると言わ
ねばならない。
(14)Prolegomena de comoedia I,29‐31.この喜劇は、アリストパネスの『アイオロ
シヨン』とともに、同時代人に対する個人攻撃を含んでいないところからして、中
喜劇を先取りするものと見なされている。
(15)Prolegomena de comoedia I,22‐31 P tae Comici Graeci vol Ⅲ 2,pp
33‐34.
(16)当該個所は目下のところ不明である。
(17)Prolegomena de comOedia I,18‐19.ただし、この逸話はクラティノスではなく
エウポリスに関して語られている。スカリゲルの記憶違いであろう。
(19こに挙げられている古喜劇の詩人の リス トは、アルキッポスを除き、
Prolegomena de comoedia Ⅷと一致している。
(19)中喜劇の詩人ソタデスは、アテナイオス『食卓の賢人たち』の7,293aと9,368a
でその詩行が引用されているアテナイ人である。一方、怪物のソタデスとは、『好
色者』を著し、その中でプ トレマイオスニ世が自分の妹アルシオネと結婚したこと
を攻撃し、ためにプ トレマイスニ世の不興を買い、溺死させられた作家である。ア
テナイオス『食卓の賢人たち』14,620■
(20)ホラティウス『談論』1,10,54■そこではしかし、アッキウスではなくルキリ
ウスが話題になっている。
(21)註(13)を参照。
(22)文法学者が具体的に誰を指示しているのかは、不明である。
(23)新喜劇は五幕から構成され、合唱隊の登場によつてその幕割が行われるのが通
例であつた。
(24)Prolegomena de comoeとXXVⅢ,5‐7 Poetae Comici Graeci vol Ш2,p
201
(25)ギリシア喜劇の時代区分とパラレルな仕方で、ローマ喜劇の時代区分を行う典
拠は不明である。
(26)リウィウス『ローマ建国以来の歴史』7,2,81
(27)Prolegomena de comoedia Ж Ⅲ,7‐10.
(28)プリニウス・カエキリウス『書簡』6,21,2
09)テレンティウス『宦官』958
(30)プラウトゥス『クルクリオ』288‐294
(31)プラウトゥス『バッキス姉妹』2141
(32)当該個所は不明である。
(33)ルーク・ダイツは註174において、罵詈雑言に満ち満ちたパラバシスとして『バ
ッキス姉妹』612‐624を指示しているけれども、そこはムネシロコスが独自する
場面であり、それがスカリグルが述べているようなパラバシスであるとはただちに
断定することができない。
(34)マルケッルスやブルトゥスは、プラエテクスタータの題名にもなっている。デ
ィオメデス『文法学』3,490,13‐14
(35)その呼称は、pamum(ギリシア風の長方形の外套)から導出されている。
(36)ガイウス・メリッススの『著名な文法家について』という書目を特定すること
ができない。なお、トラベアータという呼称は、trabea(深紅色の水平の縞と紫色
の縁をともなつた、騎士階級が身に着ける白い外套)から導出されている。
(37)ルーク・ダイツは註178において、スカリグルがトガータを広義一一パッリア
ータに対するローマの喜劇―一において理解している一方、狭義一一プラエテクス
タータ、トラベアータなどに対する、私生活を送る元老院議員を登場人物としてい
る喜劇――においても理解しようとしているが、古代の伝承はこうした態度に何ら
根拠を与えないとし、その典拠としてディオメデス『文法学』3,489,14‐490,10及
びエウアンティウス『喜劇論』6,1.を挙げている。ディオメデスの当該個所では、
トガータは類としてパッリアータに対するローマの喜劇を指し、トガータの種とし
てプラエテクスタータ、タベルナーリア、アーテッラ、プラーニペースがあるとさ
れている。
(38)スエトニウス『ティベリウス伝』43‐45ティベリウスはカプリネウスと呼ばれ
ていたが、その語頭はカプレアエ島 (現カプリ島)、 カペル (牡山羊=好色漢)、 カ
プラ (牝山羊)を暗示し、語尾はティベリウスのウスをもじつていると思われる。
(39)エクソディアとは、主だった芝居の後、余興として上演される短い笑劇である。
(40)リウィウス『ローマ建国以来の歴史』7,2,11‐3
(41)アテナイオス『食卓の賢人たち』9,402b.
(42)エウアンティウス『劇について』4,1.
(43)アテナイオス『食卓の賢人たち』3,11lc
(44)エウアンティウス『喜劇論』6,1
(45)ウァッロ『ラテン語論』6,18.
(46)ディオメデス『文法学』3,490,12.
(47)プラウトゥス『アムピトルオ』59,63.
(40メナンドロスとテレンティウスがともに『アンドロス島の女』という題の喜劇
を創作した。
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(49)周知のように、いずれもアリストパネスの作である。
(50)『宝庫 KThesaurus)』はメナンドロスの作 (dテレンティウス『宦官』10
Poetae Comici Graeci,vol.Ⅵ2,pp.130‐131.)であるか、あるいはピレモンの作
であろう。『捕虜』と『黄金の壺』はプラウトゥスの作である。
(51)『幽霊』はメナンドロスの作である。『アルクトゥルス KArcturus)』はプラウ
トゥスの『綱曳き』のことか。すなわち、『綱曳き』の前口上で、牛飼い座の第一
星であるアルクトゥルス (大角星)が登場して観客に語りかける。
(52)いずれも、プラウトゥスの作である。
(53)エウアンティウス『劇について』4,4においては、次のように述べられてい
る。「さらに、喜劇は、運動的か静止的か混合的である。運動的喜劇は騒乱的であ
り、静止的喜劇は平穏的であり、混合的喜劇は両方の動きから構成されている。J
(54)テレンティウスの作である。
(55)『義母』はテレンティウスの作であり、『ロバ物語』はプラウトゥスの作であ
る。
(56)プラウトゥスの作である。
(57)すなわち、『オクタウィア』。
(58)アテナイオス『食卓の賢人たち』10,453c‐e.『メデイア』や『オイディプス
王』について、こうしたことが言えるのかどうかについては、異議なしとしない。
(59)すなわち、エウリピデス作の『キュクロプス』。
(60)ディオゲネス・ラエルティオス『ギリシア哲学者列伝』2,133においては、
次のように記されている。「メネデモスは誰よりも特にホメロスに心を寄せていた。
そして次には抒情詩人たちに、それからソポクレスに、さらにまたアカイオスに心
を寄せていた。そしてこの人にはサテュロス劇の作家として第二の地位を与えてい
たが、第一位はアイスキュロスに与えていた。」スカリグルの論述は、この箇所の
誤解に基づく。
(61)ディオゲネス・ラエルティオス『ギリシア哲学者列伝』3,56においては、以
下のように記されている。「トラシュロスの語るところによれば、プラトンは、か
の悲劇詩人たちが四つの劇作品をもつて競演に参加したように、ちょうどその悲劇
の四部作形式にならつて、彼の対話篇を公刊したとのことである。なお、悲劇の競
演はディオニュシア祭、レイナイア祭、パンアテナイア祭、キュトロイの祭で行わ
れたのであり、そしてその劇作品のうち四番目のものはサテュロス劇であるが、し
かしこれら四つの劇作品は一括して四部作と呼ばれていた。」スカリゲルは、ディ
オニュシア祭、レイナイア祭、パンアテナイア大祭において悲劇の上演が行われ、
キュトロイにおいてサテュロス悲劇が上演されたと書いているけれども、実際には、
前三者の祭では悲劇の二部作とサテュロス劇の計四作品を二人の悲劇詩人がそれ
ぞれ上演したのであるし、また、アンテステリア祭のキュトロイの祭においてサテ
ュロス悲劇が上演されていたという典拠は詳らかではない。
(62)ルーク・ダイツが註 193に述べているように、スカリゲルは、個体はそれぞれ
最も近い類と種差とによつて規定されるという認識論的根本命題を、質料と形式と
いうアリス トテレス的な区別立てと調和させようとしている。
163)参照箇所不明。
(64)エウアンティウス『喜劇論』6,1
(65)デイオメデス『文法学』3,491,20.「喜劇の部分は、対話、独唱、合唱隊の三
つである。」 エウアンティウス『喜劇論』7,1「さらに、喜劇は四つの部分に分け
られる。すなわち、プロログス、プロタシス、エピタシス、カタストロペーである。」
以下 7,2‐4.においては、これら四つの部分にそれぞれ定義が与えられている。
(66)プラウトゥス『ほら吹き兵士』第二幕第一場で、パラエストリオが劇の筋書き
を述べる。
(67)テレンティウス『アンドロス島の女』の第一第一場に登場する解放奴隷ソシア
は、主人シモとの対話を通じて劇の進行方向を観客に予示するが、それ以降は舞台
に登場しない。
(68)ルーク・ダイツは註196で、これら二つの呼名においては、エウアンティウス
『喜劇論』3,2.で使用されている「プロタティコス (序言的)Jが、伝承過程にお
いて損なわれたものと考えている。こL.S.」Suppl s v
●9)エピッレー マは古喜劇において、パラバシスの後で合唱隊の先導者によつて披
涯される弁舌である。
(70)プラウトゥス『クルクリオ』の第四幕第一場において、上演世話人 tchoragus)
が登場するが、それは一見したところ唐突すぎて、劇の進展には無関係であるよ
うに思われる。ギリシア古喜劇のパラバシスの残映か。
(71)エウアンティウス『喜劇論』7,4.「プロタシスとは、劇の第一幕であり、そこ
では、梗概のある部分が明らかにされ、ある部分は民衆の期待を保つために語られ
ないままである。」
(72)エウアンティウス『喜劇論』7,4.「エピタシスとは、梗概を広く知らしめるも
のであり、その優美さによつて結び合わされている。」
(73)エウアンティウス『喜劇論』7,4.「カタストロペーとは、劇の展開であり、そ
れによつて劇の出来事に是認が与えられる。」
(74)エウアンティウス『劇について』3,2.
(75)エウアンティウス『喜劇論』7,2において四種類の前日上が区分されている。
「前口上は最初の発言であり、ギリシア人によつてプロートス・ロゴス、ないしは、
劇の真実の構成に先立つ言語表現、ホ・プロ。トウー ・ドラマトス・ロゴスと呼ば
れている。その種類は四つある。シュスタティコス、推奨的な前日上。それによっ
て、詩人ないしは劇が推奨される。エピティメーティコス、関係的な前口上。それ
によつて、悪態をつくために、敵対者あるいは民衆に感謝が捧げられる。ドラマテ
ィコス、梗概的な前口上。劇の梗概を公開する。ミクストス、混合的な前口上。こ
うしたすべての要素を内に含むもの。」
(76)テレンティウスは『兄弟』の前口上で、喜劇創作に関わる自らの立場を弁明し
ている。
(77)ルーク・ダイツの註 199を参照。
(70『黄金の壺』の写本には二種類の梗概が伝えられている。いずれも後代の作で
あり、プラウトゥスの手になるものではない。
(79)テレンティウス『義母』には、再演と再々演に際しての二つの前口上が伝承さ
れており、その中でテレンティウスは、聴衆からの好意を期待している。
(80)テレンティウス『アンドロス島の女』の前口上においては、彼 (ルスキウス・
ラウィニウスないしはルスキウス・ラヌウィヌス)の批半Jをかわすための弁舌が繰
り広げられている。
(81)テレンティウス『宦官』9.ここで言及されている彼とは、ルスキウス・ラウィ
ニウスないしはルスキウス・ラヌウィヌスである。
(82)アナポリコスはラテン語 relat市usのギリシア語訳である。アナポリコスとい
う語は伝承されなかつたのであり、今日の規範的テクス トにおいてはエピティメー
ティコスという読みが一般的である。エウアンティウス『喜劇論』7,2.
(83)プラウトゥス『カシナ』の前口上では、推奨、批判、梗概という要素が文字通
り混合されている。
(84)ルクスリアとイノピアは、贅沢と貧乏をそれぞれ擬人化した登場人物である。
(85)前日上を「エーティコス(性格的)」 と呼ぶことは、スカリゲルの案出であろう。
(86)アルクトゥルスは『綱曳き』の前口上で、またラルは『黄金の壺』の前口上で、
それぞれの劇のあらましを語り、 物語展開を予示する。
(87)舞台の背景に建物が三つ並んでいるギリシアの劇場の形式で考えるならば、ア
ルクトゥルスやラルは建物の屋根の上に立ったのか、あるいは二つ並ぶ扉の真中か
ら登場したものと推沢1されるが、しかしプラウトゥスの時代には木製の仮設舞台し
かなかつたのだから、凝った大掛かりの装置は想定できないであろう。
(88)前口上の中でアルクトゥルスは、天上から地上に降りて来て、人間どもの所行
の実態をユッピテルに報告する任に当たつていると述べている。
(89)いわゆるテオス・アポ。メーカネース、deus ex machina、機械仕掛けの神の
こと。プラウトゥス『アムピトルオ』の第五幕第二場において、上方よリユッピテ
ルが登場し、劇の終わりを宣明する。
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00)ソポクレス『ピロクテテス』1409行以下においては、ヘラクレスが上方より
登場する。エウリピデスの現存悲劇作品の内11篇が、deus ex machinaを結末に
据えている。
(91)プラウトゥス『アムピトルオ』においては、メルクリウスはかなり長い前日上
を述べた後でも、奴隷ソシアに扮して劇の展開に大きな寄与をなしている。
(92)ローマ喜劇の梗概は、後代になつてから、劇の原作者とは別人によつて付加さ
れた。
03)事実、『アンドロス島の女』の前口上においてテレンティウスは、先輩詩人ル
スキウス・ラウィニウスないしはルスキウス・ラヌウィヌスに対する批判に終始し
ている。
(94)『宦官』の前日上でもテレンティウスは、先人批判と自作弁護を行つている。
05)エウアンティウス『喜劇誦判 6,1.
(96)大カト『起源』は断片しか伝承されておらず、ゆえにこうした論述が認められ
るかどうかは判断できない。
(97)セウェリヌス・ボエティウス『 トポス的差異論』1,1174C.
08)ウアッロの著作にはこうした記述は見出されない。こ『ラテン語論』7,44な
おそこにおいては、tutulus(髪飾り)がtue五(保護する)より導き出されている。
(99)エウアンティウス『喜劇論』8,1
(100)行冒頭の語をつなぎ合わせると、作品名になるような梗概を指す。いわゆる、
アクロスティックのこと。
(101)ホラティウス『詩法』388‐389.
(102)エウアンティウス『劇について』3,1.
(103)ドナトゥス/エウアンティウスにおいてもこうした規則については触れられ
ていないし、古代の文献においてそのように規定するものも存在しない。管見なが
ら、幕の数を五に限定するべしとする規則を人物の登場回数に適用しようとするも
のであると思われる。
(100ルーク・ダイツの註210によれば、スカリゲルの語源論は、近代ギリシア語
において「スキアー」と「スケーネー」の語頭が同音になるところから導き出され
た謬見であることになる。
(105)ロク イのテイマイオス『世界と魂の本性について』101C
(106)Prolegomena de∞mo dia Ⅶ,1‐2.
(107)ルーク・ダイツ (註214)|こよれば、スカリゲルにあつては、規則 tleDは
ギリシア語のノモス (規則。旋律という意味における調べ)を再現している。
(100アテナイオス『食卓の賢人たち』14,626b.
(109偽プルタルコス『音楽について』3,1132a
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(110ポリュビオス『歴史』30,22アテナイオス『食卓の賢人たち』14,615a‐e.
(111)ラテン語原典では複数形のアルコンテスが記されているが、これは明らかに
誤植であろう。スカリグルはアリス トテレス『詩学』5,1449bl‐2を踏まえている。
松本仁助・岡道男訳『アリストテ レー ス 詩学・ホラーティウス 詩法』、1997年、
岩波書店、pp.134‐135参照。
(112)合唱隊に関する以下の詳細な記述については、ポルックス『オノマスティコ
ン』4,106‐112を参照。
(113)コロスタシアーは、合唱隊の静止ではなく、その設立を意味している。スカ
リグルの誤謬である。ポルシクス『オノマスティコン』4,106.ルーク・ダイツは
註 221においておおよそ次のように指摘している。すなわち、この章の残りの部
分の根底には、極度に折哀主義的な提示が存している。そこでは、ギリシア語によ
る新造語、古代の典拠の誤解、検証できない主張が、『詩学七巻』においては珍し
い程度で、積み上げられている、と。
(114)d Prolegomena de comoedia X X Ⅱ b,21■
(115)パロディアーはスカリグルによる付加である。ポルックスはパロドスについ
てしか語つていない。
(116)スカリグルはエイソディオンを入場の歌と理解することを望んでいるが、こ
の意味は可能であっても、古典的には確証されえない。
(11つ明らかにスカリゲルは、プロソディオンとエイソディオンに対しての類比か
ら、スタシモンとシュノイディオンを挙げている。
(118)ポルックス『オノマスティコン』4,108.
(119)古喜劇の典型的な踊り (ルキアノス『舞踊について』22)。それは後に、卑
猥であると見なされた (アテナイオス『食卓の賢人たち』14,631d.)。
(120)舞踊をともなつた嘆きの歌であり、その際、悲しみを表すために胸を叩いた。
(121)クシュネクソドスはスカリゲルの新造語か。詳細および典拠、一切不明。
(122)詳細および典拠不明。
(123)アテナイオス『食卓の賢人たち』5,181c
(12のルーク・ダイツは註231において、合唱隊の運動についての以下の天文学的
説明の根底には、『語源大辞典 (Etymologlcon Magnum)』のプロソーディオンと
いう項目 (690,49‐58.)に関しての誤解が存していると指摘している。当該個所で
は、次のように述べられている。「スタシモンとは、ヒュポルケーマに続き、祭壇
の周りを走り終えたあとに休息して、静止したままで歌う部分である。祭壇の周り
を走るときは、横道を模倣して、まずは左の部分から右の部分へと向かつていた。
というのも、黄道は西から東へと動き、天とは反対の運動をしているからである。
そのあとで再び、天を模倣して、右から左へと向かつた。最後には、祭壇の全体の
周りを走った。」
(125)スカリグルは、自著『公開訓練集 (Exote五cae exerctationes)』の第 67‐69
章を念頭に置いているものと付度される。
(126)三歩調の踊りeripu“are)とは、マルス (軍神)を称えるために司祭が執り
行う踊りである。
(127)arsとnaturaの対立はしかし、以下で述べられるように、アンティストロポ
スにおいて逆回転が起こることにより、解消されるのではないかと思われる。
(120dポルックス『オノマスティコン』4,53,18
(129周天 epicychoとは、太陽、月、星辰が天球上の軌道を一周することである。
(130スカリゲルは、アンティストロポスとアンティストロペーを同義語として用
いている。「他の人々」が誰を指すのか不明である。
(131)これは、ヘパイスティオン『詩論』4,4の誤解に基づく。
(132)スカリゲルは、「面と向かつて」という意味で、アンティプロソー ピスティな
る語を使用しているが、これには古典的な典拠が欠落している。こ ヘパイスティ
オン『詩論』8,1.
(133)ポルックス『オノマスティコン』4,111パラバシスを七つの部分に区分けす
る以下の論述については、ポルックス『オノマスティコン』4,112.およびヘパイ
スティオン『詩論』8,2.を参照。
(134)アリストパネス『蛙』323‐459.
(135)ポルックス『オノマスティコン』4,109.
(136)パラという接頭辞は「～の横に」という意味であるが、パラコレー ゲーマや
パラスケーノンが、スカリゲルが想定している事柄を指示しているということにつ
いては、古典的な典拠が欠けている。
(137)semichorusはスカリゲルによる造語か。こ ポルックス『オノマスティコン』
4,107.
(138)ポルックス『オノマスティコン』4,107アンティコリアは、半合唱隊が交互
に歌を返す応答歌である。
(139)ポルックス『オノマスティコン』4,107
(140)この語の意味は理解不可能である。ポルックス『オノマスティコン』4,106
においては、アリステロスタテースに対する欄外註として、ライオスタテースなる
語が伝承されているが、いずれにしても語義不明である。
(141)この一文は、意味不明である。すなわち、ガレノスの名においてエンカルシ
オグランモスなる書物は伝承されていないし、ラウログランマトスという語も語義
不明である。
(142)『籠』と題する喜劇の詳細は一切不明。
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(143)アリストパネス『蛙』では、蛙からなる合唱隊と秘儀者からなる合唱隊の二
組が登場する。
(144)ポルックス『オノマスティコン』4,106
(145)プラウトゥス『ペルシア人』159.
(140アリストテレス『詩学』26,1461b32.
(14つエウアンティウス『喜劇論』5,2
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